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市村　香 議員

み
か
げ
ス
ポ
ー
ツ

公
園
内
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
は
、
市
外
か
ら

の
利
用
者
と
、
桜
川
市
内

の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
大
会

を
開
催
し
、
毎
月
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
ト
イ
レ
が

古
く
利
用
し
づ
ら
い
の
で

至
急
改
善
し
て
ほ
し
い
と

申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
利

用
状
況
と
今
後
ト
イ
レ
を

改
修
す
る
予
定
が
あ
る
の

か
伺
う
。建

設
部
長　

み
か

げ
ス
ポ
ー
ツ
公
園

は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
テ
ニ
ス

の
２
８
０
０
名
の
利
用
者

が
あ
り
近
隣
市
町
村
と
の

交
流
大
会
も
あ
り
ま
す
。

特
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
毎

月
開
催
さ
れ
、
近
隣
市
町

村
か
ら
12
チ
ー
ム
前
後
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
施
設

の
改
修
及
び
増
設
は
、
早

急
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ト
イ
レ
整
備
が
お

く
れ
て
い
る
と
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
里
づ
く
り

や
お
も
て
な
し
の
観
点
か

ら
余
り
好
ま
し
く
な
い
。

　

平
成
31
年
に
は
、
茨
城

国
体
射
撃
競
技
の
会
場
の

一
部
に
な
る
の
で
、
早
急

な
改
善
を
望
み
た
い
。

建
設
部
長　

早
急

な
対
応
に
あ
た
り
、

現
在
と
同
等
規
模
以
上
か

女
性
用
の
洋
式
便
器
を
考

え
、
本
年
の
予
算
要
望
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
塚
市
長
の
２
期

目
の
新
た
な
施
政

方
針
に
つ
い
て

10
月
選
挙
で
、
市

長
は
公
約
が
新
た

トイレの修理に
ついて

菊池伸浩 議員

大
塚
市
政
２
期
目

の
最
大
の
課
題

は
、
新
庁
舎
の
建
設
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

１
つ
は
、
市
長
選
挙
で

も
争
点
に
な
っ
た
こ
と
だ

が
、
３
分
庁
舎
方
式
か
、

１
ヵ
所
に
ま
と
め
る
方
向

か
と
い
う
こ
と
で
質
問
を

す
る
。
私
の
理
解
で
は
、

真
壁
庁
舎
・
大
和
庁
舎
の

西
側
半
分
（
い
わ
ゆ
る
旧

庁
舎
）・
岩
瀬
庁
舎
の
南

側
庁
舎
（
第
１
庁
舎
）
は
、

昭
和
52
年
以
前
の
建
設
物

で
あ
り
、
長
期
に
残
す
庁

舎
と
し
て
は
、
少
し
ぐ
ら

い
の
改
修
で
は
不
可
能
だ

と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
理

解
で
よ
ろ
し
い
の
か
。

桜
川
市
の
玄
関
口
は

ど
こ
に

　

２
つ
は
、
桜
川
市
の
玄

関
口
を
ど
こ
に
す
る
の
か
。

高
森
に
出
る
の
か
、
羽
田

に
す
る
の
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
今
、
新
庁
舎
建

設
検
討
委
員
会
で
検
討
中

で
も
あ
る
が
、
大
き
な
方

向
性
は
、
全
市
民
に
知
ら

せ
る
必
要
も
あ
る
と
思
う

の
で
伺
う
。

市
長
公
室
長　

２

回
の
新
庁
舎
検
討

委
員
会
の
方
向
は
、「
新

庁
舎
は
１
ヵ
所
に
す
る
。

あ
と
は
総
合
窓
口
を
つ
く

る
」
と
い
う
合
意
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

３
庁
舎
の
う
ち
、
１
９
８

１
年
の
新
耐
震
基
準
で
建

て
ら
れ
た
も
の
は
、
大
和

庁
舎
の
新
庁
舎
（
３
階
建

て
の
東
側
）
だ
け
で
す
。

　

古
い
耐
震
基
準
で
は
、

第
２
岩
瀬
庁
舎
（
北
側
）

以
外
は
、
Ｉ
ｓ
値
０
・
７

（
合
格
基
準
）
を
下
回
り
、

防
災
拠
点
と
し
て
は
不
適

切
な
建
物
と
な
っ
て
い
ま

す
。
長
期
の
使
用
を
考
え

る
と
、
１
ヵ
所
に
ま
と
め

る
方
が
、
効
率
的
と
考
え

て
い
ま
す
。
住
民
サ
ー
ビ

ス
維
持
の
た
め
に
、
支
所

的
な
機
能
は
残
す
必
要
と

の
意
向
で
す
。

　

本
庁
舎
の
建
設
位
置
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
、
本
格

的
な
審
議
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
計
画
書
を
ま
と
め

る
に
当
た
っ
て
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
取
り

入
れ
、
市
民
に
愛
さ
れ
る

庁
舎
と
な
る
よ
う
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

５人の議員が一般質問を行いました

に
信
任
さ
れ
当
選
さ
れ
た

が
、
ま
さ
し
く
少
子
高
齢

社
会
の
真
っ
た
だ
中
に
入

る
わ
け
で
、
さ
ら
に
厳
し

く
な
る
と
思
う
が
、
今
後

の
４
年
間
に
向
け
て
の
施

政
方
針
を
伺
う
。

市
長　

ま
ず
、
い

か
に
し
て
人
口
減

少
を
食
い
止
め
る
か
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
企
業
誘
致
を
推
進
し
、

税
収
ア
ッ
プ
と
雇
用
拡
大

を
図
り
、
人
口
増
加
に
向

け
た
「
住
ん
で
み
た
い
ま

ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
適

正
配
置
や
認
定
子
ど
も
園

の
民
営
化
を
推
進
し
て
経

費
の
削
減
を
行
い
、
そ
の

削
減
分
を
活
用
し
、
給
食

費
の
無
料
化
を
推
進
す
る

な
ど
で
「
住
み
や
す
い
ま

ち
」
を
実
現
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
命
と
健

康
・
農
業
振
興
・
教
育
の

充
実
・
行
財
政
の
充
実
、

こ
の
６
つ
を
掲
げ
市
政
運

営
に
努
め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
市
の
入
札
制
度
に
つ
い
て

　
伺
う

現在の大和庁舎現在の大和庁舎

患
者
・
外
来
患
者
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
収
益
が
見
込

め
ず
、
病
院
運
営
に
支
障
を
来

す
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
負
担

す
る
も
の
で
す
。

問　

県
西
総
合
病
院
の
３
年
間

の
入
院
患
者
数
、
及
び
外
来
患

者
数
の
変
遷
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
新
中
核
病
院
の
開
院

ま
で
１
年
を
切
り
、
先
生
方
の

異
動
予
定
の
要
望
等
が
出
て
い

る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
状

況
な
の
か
。

答　

年
度
ご
と
に
な
り
ま
す

が
、
平
成
27
年
度
が
入
院
患
者

数
４
万
４
３
３
０
人
、
外
来
患

者
数
10
万
６
２
７
４
人
。
平
成

28
年
度
が
入
院
患
者
数
３
万
５

２
７
９
人
、
外
来
患
者
数
９
万

７
３
９
２
人
。
29
年
度
の
見
込

み
で
す
が
、
入
院
患
者
数
３
万

４
０
８
６
人
、
外
来
患
者
数
８

万
８
６
３
２
人
で
見
込
ん
で
い

ま
す
。

答　

県
西
総
合
病
院
の
医
師
・

ス
タ
ッ
フ
の
県
西
部
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
異
動
に
つ
い

て
は
、
事
業
主
体
と
な
る
筑
西

市
で
聞
き
取
り
調
査
等
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
終
的
な
と
こ
ろ
ま
で
、
ま

だ
確
認
が
と
れ
て
い
な
い
状
況

で
す
。

就
学
援
助
費
の
前
倒
し

問　

要
保
護
・
準
要
保
護
児
童

生
徒
就
学
援
助
費
が
予
算
計
上

さ
れ
た
。
こ
れ
で
、
入
学
前
の

３
月
か
ら
前
倒
し
で
援
助
金
が

県
西
総
合
病
院
負
担
金

問　

県
西
総
合
病
院
負
担
金
２

億
４
３
１
２
万
円
に
つ
い
て
、

「
入
院
減
で
運
営
資
金
不
足
」
と

い
う
見
出
し
で
、
朝
日
新
聞
が

記
事
を
書
い
て
い
る
。

　

こ
こ
に
、
市
長
も
「
新
た
な

医
療
が
ス
タ
ー
ト
す
る
ま
で
、

県
西
総
合
病
院
を
中
心
に
医
療

を
守
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
非
常
に
厳
し
い
支
出
だ
が
、

い
た
し
方
な
い
財
政
措
置
」
と

語
っ
て
い
る
。

　

負
担
金
の
内
容
に
つ
い
て
分

か
る
範
囲
で
説
明
願
い
た
い
。

答　

今
回
の
補
正
の
主
な
要
因

と
し
て
は
、
昨
年
度
よ
り
入
院

出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

各
自
治
体
で
も
か
な
り
ふ
え
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
県
内
の
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

就
学
援
助
費
の
前
倒
し
支

給
を
実
施
す
る
自
治
体
数
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
が
１
自

治
体
、
29
年
度
か
ら
実
施
は
桜

川
市
を
含
め
て
12
自
治
体
、
30

年
度
か
ら
実
施
予
定
が
５
自
治

体
で
す
。

定
住
促
進
助
成
金

問　

都
市
計
画
総
務
事
業
の
定

住
促
進
助
成
金
に
つ
い
て
、
申

請
者
が
多
く
増
額
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

当
初
予
算
は
、
１
０
０
０

万
円
を
組
み
ま
し
て
、
22
件
９

７
０
万
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
助
成
金
の
区
分
で
す
が
、

新
築
子
育
て
世
帯
が
50
万
円
、

新
築
住
宅
が
30
万
円
、
中
古
子

育
て
住
宅
が
25
万
円
、
中
古
住

宅
が
15
万
円
で
補
助
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
増
額
に
つ
い
て
は
、

現
在
申
請
を
受
け
て
い
る
も
の

が
５
件
で
２
５
０
万
円
、
相
談

中
の
も
の
が
５
件
で
２
５
０
万

円
で
す
。

選
挙
用
備
品
の
購
入

問　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
事
業

の
備
品
購
入
費
３
８
３
万
円
の

内
容
は
何
か
。

答　

今
回
は
、
衆
議
院
総
選
挙

と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
を
同
時
に
実
施
し
た
の
で
、

こ
の
国
民
審
査
読
取
集
計
機
１

台
２
２
５
万
円
・
開
票
シ
ス
テ

ム
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
費
１
０

０
万
円
・
投
票
所
ス
ロ
ー
プ
５

台
分
58
万
５
０
０
０
円
で
す
。

（
こ
の
費
用
は
全
額
国
庫
補
助
と

な
っ
て
い
ま
す
）

平成29年第４回定例会 12
５ 火

12
８ 金

４
日
間

読取集計機読取集計機

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
を

中
心
中
心
に
審
議
審
議

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
をを

中
心
中
心
にに
審
議
審
議

平
成
平
成
2929
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

専
決
処
分

専
決
処
分


